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は  じ  め  に

千歳川水系の治水対策として北海道開発局札幌開発建
設部により，「堤防の整備」，「河道の掘削」および「遊
水地群の整備」を３本柱として整備を進められてきた．
この遊水地群の整備に関連して，嶮淵（けぬふち）川右
岸地区において 2009 年度より工事が進められ，2014

石狩川支流の千歳川水系の舞鶴遊水地は旧馬追沼の
干拓地の一部である．同遊水地とその周辺地域につい
て，ボーリング資料から地下地質を解析し最大 25 m
の厚さの沖積層の存在を確認し，その最上部について
AMS14C 年代測定・花粉分析・珪藻分析を行った．遊
水地の南東部において地表下 2 m までの部分について
露頭観察と検土杖調査から，上位から，耕作かく乱土
または盛土，腐植質泥炭層（泥炭層Ａ），Ta-a（1739
年降灰），灰色泥層（シルト質粘土～粘土；馬追沼堆
積物），繊維質泥炭層（泥炭層Ｂ）および含有機物泥
砂の層序が明らかになった． AMS14C 年代測定によ
り泥炭層Ｂ以上の部分は奈良時代末～平安時代初期か
ら現在までの 1,200 年あまりの期間の堆積物であるこ
とが判明した．灰色泥層（馬追沼堆積物）にはその珪
藻分析によれば 1 ～ 15 % の海・汽水種が含まれてお
り，縄文海進ピーク後の陸封湖沼の可能性が高い．遊
水地周辺のハマナス砂丘付近を含めた花粉分析結果か
らは，2,000 年前頃以降，比較的温暖な環境で推移し
たが，江戸時代後半の 1800 年前後にはやや寒冷な環
境であったことが示される．
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年度に舞鶴遊水地が完成した（第 1 図）．完成と共に，
洪水対策とは別に遊水地の多目的な利活用計画が進めら
れることになり（島ほか，2014），北海道大学農学研究
院の森本淳子教授を中心にして，石狩開発建設部千歳川
河川事務所，寒地土木研究所および雪印種苗株式会社な
どの協力のもとに「舞鶴遊水地研究会」が組織され，調
査・研究が進められた（森本ほか，2017；畔柳ほか，

＜論説＞
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2019）．
　本研究は，上記の取り組みに関わり同研究会から当該
地質，特に過去の湿生植物の遺体を含む泥炭層の形成年
代についての検討依頼を受けたことにより取り組んだも
のである．具体的な調査研究はⅰ）地質検討，ⅱ）現地
での泥炭層などの地質調査および試料採取，ⅲ）室内分
析・測定（AMS14C 年代測定，花粉分析，珪藻分析）よ
りなる．ⅰについては石狩開発建設部千歳川河川事務所
の地質資料整理業務に関連して，2015 年に行ったもの
である．ⅱについては，2015 年に上記の舞鶴遊水地研
究会に関連して遊水地南東縁付近からその北方のハマナ
ス砂丘までの範囲について，ⅲの AMS14C 年代測定に
ついては，１点は森本淳子教授の環境省研究総合推進費
助成研究の一環で行い，アースサイエンス株式会社を通
じて（株）地球科学研究所に依頼した．もう１点は名古
屋大学宇宙地球環境研究所年代測定研究部に依頼した．
同じく花粉分析と珪藻分析については，泥炭層形成を総
合的に検討する趣旨から必要と判断し，それぞれ星野と
安井が担当した．なお，本研究の一部については岡ほか

（2021）で公表しているが，改めて整理し直した．
　本業務を進めるにあたり，北海道大学農学研究院森本
淳子教授（森林生態系管理学）を始めとして，石狩開発
建設部千歳川河川事務所・寒地土木研究所・雪印種苗株
式会社環境緑化部などの関係各位にお世話になった．先
行する地質資料整理業務においては株式会社福田水文セ
ンターおよびアースサイエンス株式会社にご便宜を頂い
た．さらに，石狩沖積低地研究会の各位には適切な議論
とご援助を頂いた．北海道大学総合博物館資料部研究員
の春木雅寛博士には長沼地域の植生についての助言を頂
いた．著者の一人である岡が北海道大学理学部在学中に
１学年上であった長沼町出身の松村富男氏には旧馬追沼
と残存するハマナスに関する問い合わせと共に資料提供
を頂いた．投稿後の査読にあたっては匿名の方と君波和
雄氏（北海道総合地質研究センターシニア研究員）に懇

切丁寧な指摘をいただいた．記して感謝の意を表する． 

舞鶴遊水地をとりまく地域（長沼低地とその周辺）
の地形・地質

１．地　形
　検討地域（舞鶴遊水地とその周囲）は長沼低地の南東
縁に位置しており（第 2 図），馬追丘陵の東側の東千歳
台地に源を有する嶮淵川下流沿いの，幅（北北東－南南
西方向）2 km・長さ（西北西－東南東方向）3 km の広
がりを有する．
　長沼低地は幌向川以南の沖積低地を指し，主に石狩川
支流の千歳川水系であり，河川としては西方の札幌－室
蘭山地および丘陵・台地群（月寒丘陵南部・支笏火砕流
台地・野幌丘陵南部）より流出の千歳川本流，漁川，島
松川，輪厚川など，東方の夕張山地および丘陵・台地群
より流出の嶮淵川，夕張川（旧夕張川），幌向川などが
ある．これらの河川は本来蛇行河川であるが，明治以来
の農地開発のためショートカットが進み，夕張川のよう
に水路の位置が大きく変更されている例もある．河川間
の後背湿地はいわゆる泥炭地となっており，南から長都
原野，幌向原野などと呼ばれていた．このうち長都原野
には長都沼・馬追沼などの湖沼が存在していたが，現在
は排水・干拓され農地化しており，その一部に，流域の
治水対策として，内水被害の軽減機能も持ち合わせた遊
水地整備が進められてきた．千歳川本流，漁川および島
松川が低地に流入する付近では火山噴出物（主に支笏火
山噴出物起源）よりなる扇状地地形（ファンデルタ）が
存在し，千歳・恵庭・島松の市街を載せている．
　舞鶴遊水地付近では馬追丘陵を先行河川として北西方
向に流下する嶮淵川が，直線化された人工河川として千
歳川へ向かっている．古くは馬追沼が存在しそれに向
かってデルタ状に流入し，さらに南～西へ続く河川によ
り長都沼，千歳川へ繋がっていた．
　元来，馬追丘陵の分水界の西側部分および長沼低地の
東半部の河川の大部分は，一部馬追丘陵分水界の東側部
分（嶮淵川上流域；東千歳地域―幌加・東丘―）を含め
て，合流しながら南へ流れ，長沼低地南部に存在の長都
沼－馬追沼に流れ込み，引き続き千歳川として長沼低地
西部を北へ向かっていた．すなわち，最終的な排水海域
である石狩湾から遠ざかるように流れ，長沼低地南部に
停滞水域を作ってから，北方に向かい石狩川に合流して
いた．
２．地　質
　長沼低地とその周辺（石狩低地帯中部）の地質は，第
2 図のようにまとめられる（岡，2007）．

第 1 図　舞鶴遊水地（2015 年 6 月 11 日に南東角

から北西へ向かって撮影）．
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　長沼低地の地質については，周辺の野幌・馬追丘陵お
よび支笏火砕流台地の地表で確かめられる層序が基本と
なる．岡（2007）の断面解析を総括し，岡ほか（2024）
の北広島市街付近の地質検討結果を参考にすると，下位
より早来層（Hk），厚真層（Am），本郷層（Hg），支笏
火山噴出物（Sv；支笏火砕流堆積物 Spfl と支笏降下軽石
Spfa 1 で構成）および沖積層（Cs；主部泥層 Csm と最
上部泥炭層 Csp）である．
　早来・厚真・本郷層については，中～上部更新統であ
り，研究の進んでいる苫小牧東部および馬追丘陵南端部
とその周辺の層序（山田ほか，1981；馬追団体研究会，
1983，1987）を適用した．早来層は下半部が海成の泥
～細粒砂層で，上半部では泥～細粒砂層に砂礫および泥
炭がはさまれ，最終間氷期の一つ前の間氷期の堆積物（中
期更新世後期）と見なされる．厚真層は海成の泥～細粒
砂層が主体で，12 万年前頃を中心とした最終間氷期の海
面上昇期の堆積物である．本郷層は Sv 以前の最終間氷
期末～最終氷期前半の堆積物で，泥炭を主体とする海面
低下の開始期の堆積物である． 
　支笏火山噴出物については，中川ほか（2018）および
産総研地質調査総合センターの大規模噴火データベース

（産業技術総合研究所地質調査総合センター編，2023）

によれば，最終氷期最寒冷期前の 4.6 万年前に噴出した
ものである．南部の支笏火砕流台地において，最大 50 
m の厚さで構成されている．周辺の台地の表層部では
Sv の上位に厚さ最大数 m の厚さの Sv 再堆積物（所によ
り存在）とそれに重なるように存在する火山灰（En-a，
Ta-a ～ d）およびロームで構成される火山性砂礫堆積物

（Vsg）が伴われる．
　沖積層については，日本地質学会地質基準委員会編著

（2001）に従えば，「最終氷期 2 万年前の大陸氷河が最も
拡大し，海水準が低下した時期から温暖で海水準の高い
現在までに堆積した堆積物」で，日本全体では東京湾岸
を模式地として最大海面低下期の埋没谷を埋めた七号地
層（後期更新世末）とその後の縄文海進と小海退を反映
した有楽町層に分けられてきた（日本の地質「関東地方」
編集委員会編，1986）．本地域の沖積層は厚さがほぼ 30 
m 以下で，沖積層の上半部（有楽町層）に相当する．

ボーリング資料による地質断面解析
　舞鶴遊水地とその周囲の深度 40 m 前後までの地下地
質および地質構造を明らかにするために断面解析を行っ
た．解析には千歳川河川事務所の平成 18 年度千歳川右
岸地区地質調査業務の地質ボーリング資料（機械ボーリ

第 2 図　長沼低地とその周辺地域（石狩低地帯中部）の地質図（岡，2007 に加筆・修正）． 左側の北
海道西半部図に調査地域を赤丸で示す．
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ング，オランダ式コーン貫入試験およびピートサンプ
ラー）を使用したが，それらの孔井と解析断面線の位置
を第 3 図に示す．ボーリング孔は断面解析に使用した
ものに限定して示し，便宜上，具体名は示さず，断面毎
に A1 ～ 14 孔，B1 ～ 13 孔，C1 ～ 9 孔，D1 ～ 6 孔と
称して扱う．
解析断面は西北西－東南東方向のＡ－Ａ ´ およびＢ－Ｂ
´ の２断面と，北北東－南南西方向のＣ－Ｃ ´・Ｄ－Ｄ
´ の２断面であり，個々に解析結果を説明する．地質区
分に統一性をもたらすために，予め全断面を総括した地
層区分を以下にまとめる．なお，断面解析はボーリング
データに基づいており，層序はボーリングの記載に準
じ，上位より説明を行う．
　当該地域は沖積低地である長沼低地の一画を占めて
おり，当該地域を含む長沼低地の地表下 50 m 付近まで
の地層構成は岡（1998，2007）に従うと以下のように
なる．上位より，地表下には沖積層が存在するが，その
下位には鍵層的存在の陸上堆積物である支笏火山噴出
物が存在することから，沖積層の下限は同噴出物の上限
としてとらえられる．断面解析の範囲に含まれる東側台
地では，支笏火山噴出物の上位に En-a 火山灰を含む火
山灰質ローム・腐植土層が存在する．支笏火山噴出物の
下位には泥炭層に特徴付けられる厚さ 20 m 弱の地層が

存在するが，これは長沼低地下で支笏火山噴出物との対
を成すように広く追跡でき本郷層と見なされる．下位を
占める厚真層との関係は整合であるが，浅海成の泥・砂
を主体とする厚真層から泥炭層の出現を持って本郷層と
みなすが，本地域では砂礫層の出現を持って本郷層とみ
なしている．以上まとめると，上位よりⅰ）沖積層，ⅱ）
火山灰質ローム・腐植土層，ⅲ）支笏火山噴出物，ⅳ）
本郷層およびⅴ）厚真層に区分でき，地層の細区分とそ
の内容および年代などの詳細は第 1 表に示す．

（１）Ａ－Ａ ´ 断面（第 4 図）
　遊水地の北東縁，南 11 号道路沿いの北西－南東方向
の延長 2.5 km あまりの断面である．
支笏火山噴出物，本郷層および厚真層が断面右端の馬追
丘陵西縁で 20/1,000 前後の傾斜で東へ向かって上昇す
るのが明瞭である．後述するように，このような変位は
活断層帯である石狩低地東縁断層帯の活動を反映したも
ので，断面端Ａ ´ の東方 400 m 付近には，同断層帯を
構成する活断層の一つである泉郷断層（北北西－南南東
に延びる西傾斜の西上がりの逆断層）の北端部が存する

（岡ほか，2001）．
　沖積層は層厚が最大で 20 m 程度で，上位より盛土

（または農耕かく乱土），最上部泥層，主部砂泥層，最下
部砂礫層に区分でき，分布の東（右）端部分（南長沼

第 3 図　舞鶴遊水地とその周囲の断面解析位置図（平成 18 年度千歳川右岸地区地質調査業務の調査
位置平面図 1/5,000 使用）．
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用水の西側）では層厚 2 m 前後の泥炭層となる．最上部
泥層では A7，A8，A9 孔で Ta-a 火山灰の挟在が確認で
き，このうち A9 孔では Ta-a の直上 40 cm 程度が有機
質泥で，この部分を泥炭（腐植土）層Ａとする．さらに
A6 孔も含めて，これらの孔では深度 1.5 m ～ 2.5 m 付
近に 1 ～ 2 層程度の泥炭を挟んでおり，これらを泥炭層
Ｂとする．主部砂泥層は層厚が 10 ～ 15 m 程度である
が，東寄りでは上位の泥炭層Ｂを含めて厚い泥炭に移行
している．すなわち，断面主部では沼（馬追沼）の状態
であったが，馬追丘陵寄りの部分では湿原状態であった

ことを示す．最下部砂礫層は断面西半の A1，A2，A3，
A4，A5 孔で存在が確認でき，層厚は 2 ～ 3 m で，軽石・
火山灰に富む砂礫である．A5 孔で下位に支笏火山噴出
物（Spfa 1）の存在が確認できる．後述のように，その
分布が沖積層下限の示す谷地形の中軸部分に限られるこ
とから，古嶮淵川の河川堆積物とみなされる．N 値は最
上部泥層および主部砂泥層で 5 前後と軟弱であり，泥炭
部分では 1 ～ 2 程度である．最下部砂礫層では 10 ～ 30
前後である．
　支笏火山噴出物は東側台地寄りの A10，A11，A12 孔

第 1 表　舞鶴遊水地とその周囲の層序．B-T ｍ：白頭山－苫小牧火山灰（946 年噴火・降灰），MIS：海洋酸素同位体ステージ．

第 4 図　舞鶴遊水地地下地質解析断面Ａ－Ａ ´（遊水地北東縁；南 11 号道路沿い）．断面線の位置は第 3 図に示す．
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では厚さが 7 ～ 10 m で，支笏軽石流（Spfl）が主体で
あるが，基底部は厚さ1.5～2 mの支笏降下軽石（Spfa1）
が占める．A1 孔から北西方向へ向かって浸食により薄
くなり，A1 ～ A4 孔では欠如し，沖積層が本郷層に重
なる．N 値は Spfl で 10 ～ 30 前後であるが，Spfa 1 で
5 前後と小さい．
　本郷層は層厚が最大 15 m 程度であり，A3，A4 孔で
は 1 m 前後の厚さの泥炭６層あまりが，火山灰～火山
灰質砂層と互層状態となっている．断面東（右）端の馬
追丘陵西縁台地では，5 m 程度の厚さになる．N 値は
20 前後で，ときに 30 ～ 40 程度になることがある．泥
炭は N 値 10 程度以上になり，沖積層の泥炭と比較する，
かなり締まっている．

（２）Ｂ－Ｂ ´ 断面（第 5 図）
　遊水地の南西縁，嶮淵川沿いの北西－南東方向の延長
2.8 km 弱の断面である．
　断面中部の東 10 線付近の B5，B6，B7 孔で残丘状に
支笏火山噴出物および本郷層が浅く潜在し，B6 孔では，
支笏火山噴出物（支笏軽石流 Spfl）に深度 5.1 m で到達
する．
沖積層は層厚が上述の残丘状部で最少 5 m 程度となる
が，東西（左右）両側では厚く 10 ～ 15 m 前後となる．
最上部泥層では B9，B13 孔で Ta-a 火山灰の挟在が確
認できる．このうち B13 孔では深度 0 m ～ 1.0 m は礫
混じり火山灰質泥は盛土であり，1.0 m ～ 2.15 m 間の
軽石質火山灰中には，1.3 m ～ 1.5 m 間に腐植土がは

第 5 図　舞鶴遊水地地下地質解析断面Ｂ－Ｂ ´（遊水地南西縁；嶮淵川沿い）．断面線の位置は第 3 図に示す．

さまれることから，この直上部分に Ta-a が存在すると
予想した．断面中～東（右）部の深度 2 ～ 3 m 付近に
は層厚 20 ～ 40 cm の泥炭層が追跡できるが，これは
泥炭層Ｂである．主部砂泥層は層厚が 10 ～ 15 m 程度
であるが，上述の残丘状部付近から東側では中部に層厚
1 ～ 2m 程度の泥炭層を挟む．最下部砂礫層は特に，断
面東（右）半部において 3 m 前後の厚さで存在が確認
でき，明瞭に認められるのは B9，B10，B11，B12 孔
である．
本郷層は層厚 20 m あまりで，基底に層厚 3 m 程度の
砂礫層を含む．

（３）Ｃ－Ｃ ´ 断面（第 6 図）
　遊水地の北西縁，東８線道路沿いの北東－南西方向の
延長 2 km の断面である．
沖積層とその下位の本郷層および厚真層は見かけ上ほぼ
水平な層構造を成しているが，支笏火山噴出物は削剥さ
れて欠如している．
　沖積層は層厚が 10 m 前後～ 25 m 前後である．最
上部泥層は層厚が 2 ～ 3 m 程度であり，一部で下位の
主部砂泥層と指交関係で表現した．C9 孔では明らかに
Ta-a 火山灰の挟在が確認できる．泥炭層Ａは確認でき
ないが，泥炭層Ｂは C4 孔でわずかに認められる．主部
砂泥層は層厚が 15 m 前後であり，中部付近にわずかに
泥炭層の挟在が途切れ状に認められる．最下部砂礫層は
ほぼ全体をとおして分布し，層厚は最大 5 m 前後に達
する．嶮淵川付近の C2，B2，C3 孔では，下位の本郷



39

2024千歳川水系舞鶴遊水地の第四紀末地質と環境変遷

層をチャネル状に削り込み，層厚が北へ向かって 1 m 程
度から 5 m 程度に急激に厚くなる様が読み取れ，明らか
に不整合関係と認められる． 
　本郷層は全体を通して層厚は 20 m 前後である．1 m
前後の厚さの泥炭が６層あまり，火山灰～火山灰質砂層
と互層状態となってはさまれる．Ｂ－Ｂ ´ 断面（第 5 図）
で示したように嶮淵川付近では基底に層厚 4 m 前後の最
下部砂礫層を含む．
４）Ｄ－Ｄ ´ 断面（第 7 図）
　遊水地の東縁を、ほぼ馬追丘陵西縁に沿ってジグザグ

に結ぶ南北方の延長 2.2 km あまりの断面である．北
端ははまなす砂丘である．

　断面の中央から北部にかけては，支笏火山噴出物が
D4 孔～ A8 孔間で微妙に撓み，かつ 5 m 以上の削剥を
受けたようになっている．Ａ－Ａ ´ 断面（第 4 図）も合
わせてとらえると，断面線が直線でないことなどを反映
して，見かけ上の撓みのように判断される．Ａ－Ａ ´ 断
面に示されるように，馬追丘陵西縁に沿って支笏火山噴
出物が浅くに潜在し，沖積層が 5 m 程度に薄くなってい
ることを表している．

第 7 図　舞鶴遊水地地下地質解析断面Ｄ－Ｄ ´（遊水地東縁）．断面線の位置は第 3 図に示す．

第 6 図　舞鶴遊水地地下地質解析断面Ｃ－Ｃ （́遊水地北西縁；東８線道路沿い）．断面線の位置は第 3 図に示す．
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第 8 図　地質調査地点の位置図．青丸と青実線で調査地
点を表示する．褐色丸と褐色実線は第 3 図に対応する．
赤破線囲みは遊水地の範囲を示す．

　沖積層は層厚が 5 ～ 15 m 前後である．最上部泥層
は層厚が 2 ～ 3 m 程度で，北端のハマナス砂丘付近で
は泥炭が主体になるが，砂丘堆積物との関係は不明で
ある．D1 孔～ B9 孔付近，B12 孔～ D2 孔付近および
A9 孔～ A8 孔～ D5 孔付近には明らかに Ta-a 火山灰が
はさまれ，D5 孔では Ta-a の上位の深度 0.9 m ～ 1.1 
m 間が有機質泥（火山灰質）とあり，泥炭層Ａに該当
するとみなした．最上部泥層の最下部には 10 ～ 50 cm
程度の泥炭層が広く追跡でき，泥炭層Ｂとみなした．主
部砂泥層は D3 孔～ A9 孔付近の標高 0 m 前後で泥炭層
が厚く発達しており，Ａ－Ａ ´ 断面で説明したように，
馬追沼の東側の馬追丘陵寄りの部分では湿原状態が長
期にわたり続いたことを示している．最下部砂礫層は
D3 孔の左（南）側で，現嶮淵川付近に分布し，層厚は
1 ～ 5 m 程度である．

沖積層最上部の地質調査と試料採取
　過去の湿原状態の復元のために，舞鶴遊水地の南東部
とその周辺（第 8 図）で地表から深度 2 ～ 3 m 付近ま
での地質について，大部分の地点では排水路および工事
掘削の壁面露頭観察を，若干の地点では検土杖により壁

面以下の部分について検土杖で調査を行った．必要に応
じて，年代測定，花粉分析および珪藻分析の試料を採取
した．
１．地質調査

（１）層 序
　壁面露頭観察地点（検土杖調査を含む）は遊水地の
内と外に位置し，第 9 図に露頭観察地点（1 ～ 17）の
柱状対比を示す．南部（遊水地南東角部）の地点 1 ～ 4

（第 10 図 a ～ c）およびハマナス砂丘付近の地点 13（第
11 図 a ～ d）は各種分析のための試料採取・層相の詳
細観察箇所である．なお，各地点の標高は 7.5 m 前後
であるが，詳細な標高は不明なため，柱状図の頂部が
同じ高度として対比図（第 9 図）を作成した．この内
の地点 3 および 4 が湿原環境復元のための観察用の試
験地に位置し，泥炭層 B を鍵層として水平に対比した．

「ボーリング資料による地質断面解析」に順じ，上位よ
り地層区分を記述する．柱状対比図に基づくと，ハマナ
ス砂丘付近の地点 13 ～ 17 を除くと，層序（地層区分）
は上位から，耕作かく乱土または盛土（Ⅰ），腐植質泥
炭層（泥炭層Ａ，Ⅱ），降下軽石層（Ⅲ），灰色泥層（馬
追沼堆積物，Ⅳ），繊維質泥炭層（泥炭層Ｂ，Ⅴ）およ
び含有機物泥砂層（Ⅵ）である． 
　各層の特徴は以下のとおりである．
　盛土または耕作かく乱土（Ⅰ）：遊水地の範囲内の地
点 1 ～ 4 および地点 7 では厚さは最大 60 cm であり，
工事前には耕作土を主体とした状態であった．しかし，
遊水地工事により，削剥・攪乱を受け，耕作土と Ta-a
由来と思われる軽石質火山灰が混在した状態も観察され
る．遊水地の東側では厚さは 0.5 ～ 1 m で排水路建設
の排土（地点 6，8）や旧道路盛土（地点 5，9）などで
ある．遊水地の北西からハマナス砂丘部分（地点 10 ～
17）では厚さ 0 ～ 50 cm で主に耕作土である．
　腐植質泥炭層（泥炭層Ａ，Ⅱ）：厚さは一般に 30 cm
前後である．泥炭層Ｂのように繊維質の典型的な泥炭で
はない．暗褐色有機質砂質泥で，腐植土と言えるもので
ある．地点 9 や地点 12 では部分的あるいは全体が非泥
炭（腐植土）質の泥や生物攪乱の砂質泥である．
　降下軽石層（Ⅲ）：厚さ 5 cm± ～ 25 cm の白色のゴ
マ塩状のスコリア 1/5 程度含む粗粒の軽石質火山灰（降
下軽石層）が明瞭な鍵層として追跡できる．粗粒から極
細粒の級化層で 2 ～ 3 層に分かれるように見える部分
もある．火山灰層の特徴および数 1,000 年前以降の降
下火山灰の分布情報（町田・新井，2003），すなわち樽
前山より東北東方向へ降灰・分布などから Ta-a とみな
した．
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　灰色泥層（馬追沼堆積物，Ⅳ）：厚さは 0.5 ～ 1 m 程
度で典型的な岩相は地点 4 および 7 で観察できる．す
なわち，粘土，シルト，極細粒砂が細かく互層状となる
薄板状泥層（湖成堆積物）であり，これは明らかに馬追
沼堆積物と見なされる．遊水地の東～北東側（地点 9 ～
11）ではⅴの泥炭層Ｂと指交関係となっており，ハマナ
ス砂丘付近では消失する．
繊維質泥炭層（泥炭層Ｂ，Ⅴ）：地点 3，4，5 では 10 
cm 程度と薄いが，一般的には 30 cm 以上で，地点 13
では 90 cm に達する．地点 10 および 11 では厚さが 50
～ 60 cm で間に 10 cm 程度の厚さの泥層をはさむ．泥
炭としては典型的な繊維質泥炭であるが，地点 13 およ
び 16 では上部 25 cm 程度が腐植土様である．
　含有機物泥・砂層（Ⅵ）：主に検土杖により調査を行っ
た．遊水地とその東側部分では主としてスコップによる
掘り込みで厚さ最大 50 cm 程度が観察でき，泥炭層Ｂ
の直下部分が火山ガラス・軽石質の中～粗粒砂よりなる
ことが確認できる．検土杖では砂が続くと次第に入りづ
らくなるが，遊水地北東部分では地点 11 を中心に泥～
砂質泥で，厚さ 1.65 m の部分を確認できた．植物破片
をパッチ状に含み，ときにはやや泥炭質を呈するところ
もある．断面解析では主部砂泥層としたものの最上部に

該当する（第 4，5，7 図）．
（２）ハマナス砂丘付近の砂質堆積物
　一般的には（１）のような層序であるが，ハマナス砂
丘付近（第 11 図 a ～ d）の地点 14・15（第 9 図）では，
地表から 2 m+ は火山灰質砂が主体となっており，葉理
が顕著で，ときに円礫まじりや泥質層・泥炭質層を挟む．
このような堆積状態から，砂丘堆積物ではなく旧馬追川
などの河川の影響を受けた堆積物と見なされる．
２．試料採取
　本研究の主要な検討地は試料採取を行った舞鶴遊水地
内の植生復元試験地付近およびハマナス砂丘付近である

（第 8 図）．主要検討地の地質調査結果および試料採取状
況を第 12 図に示す．ここでは遊水地内の試験地付近に
ついて１．地質調査で述べた層序をさらに補完して説明
する．なお，試料採取を行った地点のうち，地点 2（第
10 図 b），地点 3（第 10 図 a，b），地点 4（第 10 図 a）
および地点 14 については，花粉・珪藻分析試料につい
ては，それぞれＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄとして区別している（岡
ほか，2021 では地点 14 についてＣ扱いとしていたが，
本報告では地点 4 をＣとし地点 14 をＤ扱いと変更）．
　地点 1 および地点 2（第 13 図 a）では，Ⅰ（耕作かく
乱土または盛土）とⅡ（腐植質泥炭層：泥炭層Ａ）の間

第 9 図　地質調査の柱状対比図．第 8 図に露頭柱状図の位置を示す
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第 11 図　ハマナス砂丘付近の景観．a：地点 13 付近から北北西へ向かって撮影，b：砂丘案内板とハマナス群落，c：砂丘北西
側（排水溝設置），d：写真 c の北西側（点線より手前の黄褐色混在部は元々の砂丘範囲）．

第 10 図　舞鶴遊水地南東角部の景観（2015 年 4 月 30 日撮影）．a：遊水地南東角部の試験地の東側堤防
上から北西を望む．b：南東角部（嶮淵川との境界堤防上から東北東へ向かって撮影）．c：試験地．
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第 12 図　AMS14C 年代測定・花粉分析・珪藻分析の試料採取箇所の露頭柱状図と試料の採取層準．地質凡例は第 9
図に従う．赤丸は年代測定，紫色表示は花粉分析，緑色表示は珪藻分析の試料を示す．第 8 図に露頭柱状図の位
置を示す．

第 13 図　地点 2 の露頭状況．
a：露頭全容，b：上半部，c：下半部

第 14 図　地点 3（試験地南西角）の露頭状況．
a：露頭全容，b：掘り上げた泥炭層Ｂ（年代測定試料
H27MA-C1 採取）

に腐植土層をちぎれ状に含む軽石質砂礫層があり（同 b），
盛土の一部か，それとも嶮淵川の洪水（氾濫）堆積物と
見なしたが，特定できていない．Ⅱは厚さが 10 cm± で
木片を多数含む（同 b）．Ⅲ（Ta-a）は厚さが 10 ～ 20 
cm であり（同 b），地点１では下半部が粗粒から中粒の
上方細粒化，上半部が中粒から極粗粒の上方粗粒化の２
層構造が認められる．Ⅳ（灰色泥層）は厚さ 70 cm 程度
であり，主部は泥（粘土～シルト質粘土）を主体とするが，
最下部 15 cm は軽石質粗粒砂～砂礫で，木片，チャート・
珪岩・硬質頁岩の砂粒・細礫を含んでいる．Ⅴ（泥炭層Ｂ）
は厚さが 25 ～ 55 cm であり，地点 2 では最上部で木片
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第 15 図　地点 4（試験地北西角露頭）露頭状況．
a：地点 4 の全景，b：詳細観察・柱状図作成部分，c：Ta-a 直下の含樹幹，d：青色のビビアナイト（藍鉄鉱）．

（樹幹の一部）を含み，それを AMS14C 年代測定試料と
して採取した（第 13 図 c；測定試料 H27MA-C2）．Ⅵ

（含有機物泥・砂層）は厚さ 50 cm 程度が観察でき，泥
炭層Ｂの直下部分が火山ガラス・軽石質の中～粗粒砂よ
りなる．地点 2（Ａ）では，花粉分析または珪藻分析試
料として，下位より A-P1 ～ 14 を採取したが，そのう
ち，花粉分析の試料として花粉・胞子を検出したのは，
主に泥炭と腐植土で，下位より，Ⅵ最上部の A-P1，Ⅴ
最下部の A-P2，Ⅴ中部の A-P5，Ⅳ下部の A-P7，Ⅱの
A-P13，14 である．珪藻分析の試料として，Ⅵおよび
Ⅳから A-D1，A-D7，A-D8，A-D10 および A-D12 を
選び出した（いずれも泥質）．
　試験地では，その南西端と北西端の 2 地点（地点 3
および 4）で柱状図を作成し試料採取を行った（第 14
図 a，第 15 図 a）．両地点では旧道路の設置の際の切り
込み・盛土などのためにⅡ（泥炭層Ａ）を欠いている．

Ⅳは厚さ 95 cm で，泥（粘土～シルト質粘土）を主体
とし，薄板状の層理が顕著である．地点 4 では最上部
で木片（樹幹）を含み（第 15 図ｂ，c），下部でビビア
ナイト（藍鉄鉱）の含有を確認した（同ｂ，d）．Ⅴは
厚さ 10 cm 程度の繊維質の泥炭で，地点 3（Ｂ）では，
花粉分析試料として， B-P1 および B-P2 を採取し，そ
のうち下位の B-P1 は AMS14C 年代測定試料にも供した

（第 14 図 b；測定試料 H27MA-C1）．さらに，地点 4
（Ｃ）では花粉・珪藻分析試料としてⅣおよびⅤについて，
10 試料を採取したが，この内，Ⅳ下部の２点について
珪藻分析試料として供した（C-D4，D5）．
　地点13はハマナス砂丘東側の排水溝の壁面に位置し，
そこで花粉分析試料の採取を行った（第12図）．Ⅲ（Ta-a）
以下～ 88 cm 下位の間は，上位より暗灰色腐植土（厚
さ 25 cm），黒褐色繊維質泥炭（23 cm），シルト質火
山灰（5 cm），やや泥質の繊維質泥炭（30 cm），含植
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物破片の砂質泥（厚さ 5 cm ＋）の層序であり，13 点
（下位より D-P1 ～ 13）の試料採取し，そのうち D-P4
については AMS14C 年代測定試料にも供した（測定試料
R02MA-C1）．

AMS14C 年代測定結果
　試料の採取・測定は 2015 年と 2020 ～ 2021 年の２
回に分けて行った（岡ほか，2021）．2015 年については，
遊水池南東角の地点 2 および地点 3 で採取した泥炭から，
それぞれ H27MA-C1（泥炭中の植物片），H27MA-C2

（泥炭中の小木片）を整えて測定した．2020 ～ 2021 年
については，ハマナス砂丘付近の地点 13 で採取した泥
炭から，測定試料として，R02MA-C1（泥炭中の植物片）
を整えて測定したが，岡ほか（2021）では暫定値として
報告していた．測定結果は一括して第 2 表に示す．2015
年測定の暦年代の較正については，IntCal-13（Reimer 
et al.,2013）が，2021 年測定については , IntCal-20

（Reimer et al.,2020）が使用されている．なお，較正曲
線の表示は省略した．
　H27MA-C1 は試験地の泥炭層Ｂ（層厚 8 cm）の基
底部，すなわち泥炭Ｂの堆積の始まりを示す試料で（第
12 図地点 3），測定結果は暦年代で AD 775 年～ 790 年
または同 800 年～ 980 年になった（第 2 表）．これは奈
良時代（710 年～ 794 年）末または平安時代（794 年～
1192 年頃）の初期という年代である．
　H27MA-C2 は試験地の南方約 400 m 地点（第 12 図
地点 2）の泥炭層Ｂ（層厚 55 cm）の最上部に含まれる
木片で，この地点の泥炭層Ｂの堆積の終わりを示す試料
である．測定結果は暦年代で AD 1190 年～ 1275 年で（第
2 表），ほぼ鎌倉時代（1185 年～ 1333 年）前期の年代
である．
　R02MA-C1 はハマナス砂丘東側の Ta-a の下位 60 cm
の試料（花粉分析試料 D-P4 に該当）である（第 12 図
地点 13）．測定結果は AD 63 年～ 474 年または 485 年

～ 535 年で，弥生時代中頃から古墳時代，北海道の時代
区分では続縄文時代の中～後期である．

花粉分析の方法と結果
１．分析方法と検鏡
　約 2 cc の試料に 10 % KOH を注ぎ 1 昼夜放置後，分
散させ 105 μの網を通し放置する．傾斜法で上澄みの除
去を続け花粉より小さい粒子がなくなったら，試料に希
釈した塩酸を加え石灰分微粒子を溶かし，ビーカーの底
に沈んだ珪酸分を取り除く．アセトリシス処理に続き，
塩化亜鉛過飽和溶液で花粉を浮かせ超音波発振器で分散
を進めた後，グリセリンゼリーでスライドグラス上に封
入した．Zeiss アキシオスコープ光学顕微鏡 1,000 倍下
で花粉と胞子を同定した．花粉の表示順は APG 分類体
系（高橋・松井，2015）による．数える花粉数は星野（1990，
1994）を考慮し，100 個を基準とした．
　「沖積層最上部の地質調査と試料採取」の「２．試料
採取」で述べたように，地点 2 では花粉分析試料として，
下位より 14 点を採取したが，そのうち，フミン酸を含
む反応がみられなかったため処理を行わなかったものも
あり，花粉・胞子を検出したのは A-P1，A-P2， A-P5，
A-P7 および A-P13・14 である．地点 3 では花粉分析試
料として，B-P1 および B-P2 を，地点 13 では下位より
D-P1 ～ 13 の試料を採取し，分析に供した．
２．分析結果と花粉分帯
　分析結果を，一括して第 3 表にまとめ，花粉組成図は
便宜上，遊水地南東角の地点 2・3 およびハマナス砂丘
東側の地点 13 で別々にまとめた．A-P3，A-P6，A-P7，
A-P13，B-P2，D-P6 および D-P11 については，検出で
きた花粉数が数個以下で，結果の検討対象には不可で
あった．50 個の測定数となった A-P5 を含め 100 個を
数えた試料について，主な種類の花粉の組成と花粉分帯
示すと，第 16，17 図のようになる．

（１）地点 2 および地点 3 の分析結果（第 16 図）
A-P1（泥炭層堆積前）はカヤツリグサ科 48 % でコナラ
亜属 18 % となる．これは湿地の拡大した環境で気候良

第 2 表　AMS14C 年代測定結果一覧（Beta-：( 株 ) 地球科学研究所測定，NUTA2-：名古屋大学宇宙地球環境研

究所年代測定研究部測定）．第 12 図に採取地点および層準表示．
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第 16 図　地点 2・3（遊水地南東角）沖積層最上部の主な種類の花粉組成図．第 12 図に試料
の採取層準を示す．右下にパーセンテージスケール（20 %）表示．

好である．A-P2・B-P1 はトウヒ属・モミ属の増加（15 
% ～ 20 % 弱）、単条溝型胞子（シダ類）が増加し一部
に暗い森があり，小高い所にはコナラ亜属（20 ％程度）
が存在した．A-P5 ではコナラ亜属は 34 % に増加し，
ゼンマイ属が 8 %，単条溝型胞子のシダ類が 12 % 存在
し，カエデ属・シデ属の増加によって，気候は A-P2 よ
り温暖化している．針葉樹のモミ属・トウヒ属を 15 %
程度含む．A-P14 では落葉広葉樹ではコナラ亜属 14 %
含み，イネ科・カヤツリグサ科が合わせて 25 % を占め
る．針葉樹のモミ属（トドマツ） 14  %，トウヒ属（ア
カエゾマツ）17 % で，やや寒冷な気候が示される．

（２）地点 13 の分析結果（第 17 図）
　D-P1 ～ 3 は単条溝型胞子（シダ類）20 % 弱～ 40 %
カヤツリグサ科 15 % ～ 30 % 弱，コナラ亜属 15 ～ 20 
% 程度で，これは湿地の拡大した環境で気候良好である．
針葉樹のモミ属・トウヒ属を 5 ～ 10 % 程度含むことも
ある．D-P5 および D-P7 は単条溝型胞子のシダ類が極
めて多く，75 % 前後を占める．コナラ亜属 10 % 程度
で，これは湿地の拡大した環境で気候良好である．針葉
樹のモミ属・トウヒ属を 5 ～ 10 % 程度含む．D-P8 ～
10，D-P12 および D-P13 は単条溝型胞子のシダ類が極
めて多く，35 ～ 60 % 程度を占め，D-P10 の 61 % をピー

第 3 表　舞鶴遊水地付近の花粉分析結果（花粉・胞子カウント表）．
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第 17 図　地点 13（ハマナス砂丘東側）沖積層最上部の主な種類の花粉組成図．細点線は少産種を見やすくするために便宜的
に引いた．第 12 図に試料の採取層準を示す．右下にパーセンテージスケール（20 %）表示．

クとして D-P13 の 34 % へと次第に減少する．コナラ亜
属 10 % 前後，ハンノキ属を 10 ～ 15 % 程度含む．針葉
樹のモミ属（トドマツ）・トウヒ属（アカエゾマツ）を
合わせて 10 % あまり含む．カヤツリグサ科は低率であ
る．D-P13 で，減少したシダ類（34 %）に対応するよ
うにイネ科が 20 % に急増するのが注目される．拡大し
た湿地が，次第に乾燥化し，草原環境へ変わる環境であ
る．

（３）花粉分帯
　（１）および（２）の結果を合わせて花粉分帯を行う．
そのため，AMS14C 年代値と降下火山灰 Ta-a（AD1739
年降灰）を手掛かりとして，採取・分析試料を以下のよ
うに古い方より順に整理した．なお，岡ほか（2021）で
は（２）の分析結果を便宜的に（１）の A-P5 ～ A-P14
の花粉分析空白間に当てはめてまとめていたが，本報告
では以下のⅲの年代値を確定値として扱い再整理を行っ
た．
　ⅰ）H27MA-C1（AD 775 年～ 790 年または AD 800
年～ 980 年）相当およびそれより下位（古い）の試料：
地点 13 の下位より，D-P1，D-P2，D-P3，D-P4 である．
　 ⅱ ）H27MA-C1（775 年 ～ 790 年 ま た は 800 年
～ 980 年）相当およびそれより上位（新しい）で，
H27MA-C2（AD 1190 年 ～ 1275 年 ） 付 近 ま で の 試
料：地点 2・3 の下位より，B-P1，B-P2，A-P1，A-P2，

A-P5，A-P7 である．
　ⅲ）R02MA-C1（AD 63 年～ 474 年または AD485
年～ 535 年）より上位（新しい）で，上限が Ta-a（AD 
1739 年 降 灰 ） の 試 料： 地 点 13 の 下 位 よ り，D-P5，
D-P6，D-P7，D-P8，D-P9，D-P10，D-P11，D-P12，
D-P13 で，ⅱと一部が時代的に重なる可能性がある．
ⅳ）Ta-a（1739 年降灰）より上位（新しい）試料：地
点 2 の下位より A-P13，AP-14．
これらに，各試料の花粉構成を勘案して以下のように花
粉分帯を行った．
　Ma-1 帯（試料 D-P1 ～ 3，B-P1，A-P1，A-P2）：AD 
1000 年頃以前で，北海道の時代区分で言えば，続縄文
時代から擦文時代前半である．コナラ亜属が 15 ～ 20 %
程度，単条溝型胞子（シダ類）とカヤツリグサ科が合わ
せて 50 % 程度を占め，湿地の拡大した環境で気候良好
であるが，針葉樹（トウヒ属・モミ属）も 15 % ～ 20 %
弱含まれ，調査地東側に存在する馬追丘陵に続く林地の
存在を示す．
　Ma-2 帯（試料 A-P5，D-P5，D-P7）：A-P5 ではコナ
ラ亜属は 34 % に増加し，ゼンマイ属が 8 %，単条溝型
胞子のシダ類が 12 % 存在し，カエデ属，シデ属の増加
によって，気候は A-P2 より温暖化している．針葉樹の
モミ属，トウヒ属を 15 % 程度含む．D-P5 および D-P7
は単条溝型胞子のシダ類が極めて多く，75 % 前後を占
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める．コナラ亜属 10 % 程度で，これは湿地の拡大した
環境で気候良好である．針葉樹のモミ属，トウヒ属を 5
～ 10 % 程度含む．
　Ma-3 帯（ 試 料 D-P8 ～ 10，D-P12，D-P13）： 単 条
溝型胞子のシダ類が極めて多く，35 ～ 60 % 程度を占
め，D-P10 の 61 % をピークとして D-P13 の 34 % へ
と次第に減少する．コナラ亜属 10 % 前後，ハンノキ属
を 10 ～ 15 % 程度含む．針葉樹のモミ属（トドマツ），
トウヒ属（アカエゾマツ）を合わせて 10 % あまり含む．
カヤツリグサ科は低率である． D-P13 で，減少したシ
ダ類（34 %）に対応するようにイネ科が 20 % に急増
するのが注目される．拡大した湿地が，次第に乾燥化し，
草原環境へ変わる環境である．
　Ma-4 帯（試料 A-P14）： AD 1739 年以降で , 落葉広
葉樹ではコナラ亜属 14 % 含み，イネ科，カヤツリグサ
科が合わせて 25 % を占める．針葉樹のモミ属（トドマ
ツ）14 %，トウヒ属（アカエゾマツ）17 % で，やや寒
冷な気候を示す．

珪藻分析の方法と結果
１．分析方法

「沖積層最上部の地質調査と試料採取」の２に示すよ
うに，舞鶴遊水池南東角部の地点 2 の 5 試料（A-D1，
D7，D8，D10，D12）および地点 4 の 2 試料（C-D4，
D5）について分析を実施した（第 12 図）．
　試料の処理は次の手順で行った．ⅰ）乾燥した試料を
0.5g 計量する．ⅱ）試料に過酸化水素水（30 %）10 
cc を加え，2 時間放置後，沸騰水を加え 1 昼夜放置す
る．ⅲ）上澄み液を捨て，蒸留水を加え 2 時間放置し（粘
土分の除去），これを 2 回繰り返す．ⅳ）よく懸濁させ，
傾斜法により砂分を除去した後，0.5 cc をプレパラー
ト（カバーグラス 18 mm×18 mm）にマウントメデイ
アで封入する．
　殻片の同定は 1,000 の倍率で行い，算定は 1 枚のプ
レパラートについて 200 殻片に達するまで行なった．
殻片の算定は，原則として全体の 2/3 が残されている
ものについて実施したが，狭長な殻片についてはこの限
りではない．さらに，検鏡した行数から 1 枚のプレパ
ラート中の殻片数を算定し，縣濁水の希釈割合から，乾
燥試料 1 mg 当たりの殻片数として算出した．1 mg 中
の殻片数は VR：10 殻片未満，R：10 ～ 99，C：100
～ 999，A：1,000 ～ 9,999，VA：10,000 殻片以上で
表示した．いずれの試料も殻片の保存は良好である．
種の同定や種の生態（海水生：M，海～汽水生：M/B，
汽水生 :B，汽～淡水生：B/F，淡水生：F）は主として

Hustedt（1930），Krammer and Lange-Bertalot（1986, 
1988, 1991a, 1991b），Witkowski et al.（2000）を用
い，分類体系は Round et al.（1990）に従った．
２．分析結果（各試料の珪藻群集）と堆積環境の推定
　分析結果の詳細は一覧表（第 4 表）に，各試料にお
ける代表的な珪藻種属の出現状況を第 18 図に示す．試
料毎に珪藻群集の特徴とそれから推定される堆積環境に
ついて述べると以下のようになり，珪藻群集から推定
される堆積環境は A-D1 が池沼，C-D4，D5，D7，D8，
D10，D12 が湖沼である．なお，いずれも試料に海～
汽水生種が含まれるが，この評価については後述する
ように，古地理的条件等を勘案し別途検討が必要であ
る．なお，絶滅種は産出していないが，現存種であるが
生層序学的に初出現（第四紀初頭）などが問題となる
Neodenticula seminae が１個体，試料 A-D10 で産出
している．
A-D1：池沼（海～汽水種をごくわずかに含む）
　殻片数は非常に多く（VA），66 種出現し，鑑定 200
個のうち海～汽水生種 2 個（1 %），汽～淡水生種 32
個（16 %），淡水生種 166 個（83 %）．淡水生付着性
種の Tabellaria fenestrata（12.5 %），汽～淡水生付
着性種の Staurosirella pinnata（12.0 %），淡水生底
生種の Diploneis ovalis （7.0 %），淡水生付着性種の
Rhopalodia gibba（6.0 %），汽～淡水生付着性種の
Staurosirella pinnata（10.0 %）で，海～汽水生種は
Nitzschia coarctata（0.5 %）とNitzschia levidensis（0.5 
%）が出現する．池沼に一般的に出現する種が多く，淡
水池沼の環境を示す．
C-D4：湖沼（海～汽水種をごくわずかに含む）
　殻片数は非常に多く（VA），54 種出現し，鑑定 200
個のうち海～汽水生種 2 個（1 %），汽～淡水生種 16
個（8 %），淡水生種 182 個（91 %）．淡水生浮遊性種
のAulacoseira alpigena（54.0 %）が圧倒的な優占種
で，淡水生浮遊性種のAulacoseira ambigua（5.0 %），
汽～淡水生付着性種のStaurosirella pinnata（4.0 %）、
淡水生付着性種の Tabellaria fenestrata（4.0 %）が
出現する．海～汽水生種は Nitzschia levidensis（0.5 
%）とNitzschia lorenziana（0.5 %）のほか，汽水湖
沼によく見られる汽～淡水生浮遊性種のThalassiosira 
bramaputrae が 1.0 % 出 現 す る． な お， や や 水 深
のある湖沼に一般的な浮遊性種である Aulacoseira 
granulata の出現は低率である．淡水湖沼の環境を示す．
C-D5：湖沼（海～汽水種をわずかに含む）
　殻片数は多く（A），73 種出現し，鑑定 200 個のうち
海～汽水生種 8 個（4 %），汽～淡水生種 47 個（23.5 
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第 4 表　舞鶴遊水地の沖積層最上部の珪藻化石分析結果．

%），淡水生種 145 個（72.5 %）．淡水生浮遊性種の
Stephanodiscus neoastreae（16.0 %）が優占種で，淡
水生浮遊性種のAulacoseira ambigua（9.5 %），淡水生
浮遊性種の Stephanodiscus medius（6.5 %），汽～淡
水生付着性種のStaurosirella pinnata（4.5 %）が出現
する．そのほか，汽～淡水生浮遊性種の Thalassiosira 
bramaputrae（1.5 %），海～汽水生底生種のDiploneis 
smithii（2.5 %）やNitzschia coarctata（1.0 %）を含む．
淡水湖沼の環境を示す．
A-D7：湖沼（海～汽水種をわずかに含む）
　殻片数は多く（A），68 種出現し，鑑定 200 個のうち
海～汽水生種 10 個（5 %），汽～淡水生種 41 個（20.5 

%），淡水生種 149 個（74.5 %）．淡水生浮遊性種の
Aulacoseira ambigua（23.0 %）が優占種で，淡水生浮
遊性種のStephanodiscus neoastreae（7.5 %），汽～淡
水生付着性種のStaurosirella pinnata（6.0 %），淡水生
付着性種のAchnanthes lanceolata（4.0 %），汽～淡水
生付着性種 Pseudostaurosira brevistriata（4.0 %）が
出現する．海～汽水生底生種のNitzschia coarctata（2.5 
%），Nitzschia levidensis（1.5 %），海～汽水生付着性
種のAchnanthes delicatula（0.5 %），海～汽水生底生
種の Nitzschia lorenziana（0.5 %）を含む．淡水湖沼
の環境を示す．
A-D8：湖沼（海～汽水種をわずかに含む）
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第 18 図　代表的な珪藻種属の出現状況．第 12 図に試料の採取層準を示す．

　殻片数は非常に多く（VA），62 種出現し，鑑定 200
個のうち海～汽水生種 12 個（6 %），汽～淡水種 92 個

（46.0 %），淡水生種 96 個（48.0 %）．淡水生浮遊性種
のAulacoseira ambigua（19.5 %）が優占種で，汽～
淡水生付着性種のStaurosirella pinnata（12.4 %），汽
～淡水生付着性種の Rhopalodia gibberula（8.0 %），
汽～淡水生底生種のNitzschia constricta（7.5 %）が
出現する．海～汽水生底生種のGyrosigma distortum

（3.0 %），Nitzschia levidensis（1.5 %），Diploneis 
smithii（0.5 %）を含む．淡水湖沼の環境を示す．
A-D10：湖沼（海～汽水種を 13.5 % 含む）
　殻片数は多い（A），67 種出現し，鑑定 200 個のう
ち海水生種 8 個（4 %），海～汽水生種 19 個（9.5 %），
汽～淡水生種 55 個（27.5 %），淡水生種 118 個（59.0 
%）． 淡 水 生 浮 遊 性 種 の Aulacoseira ambigua（12.5 
%）が優占種で，汽～淡水生付着性種の Staurosirella 
pinnata（5.5 %）， 汽 ～ 淡 水 生 底 生 種 で 大 型 種 の
Surirella biseriata（5.0 %）， 汽 ～ 淡 水 生 底 生 種 の
Navicula cryptocephala（4.0 %），海～汽水生底生種
の Nitzschia levidensis（4.0 %）が出現する．海・汽
水種（海水生種＋海～汽水生底生種＋汽水種の合計）の
割合が 13.5 % を占め，海～汽水生底生種のDiploneis 
smithii（2.5 %），Nitzschia coarctata（1.5 %），
Gyrosigma distortum（1.0 %）を含む．淡水湖沼の環
境を示す．
A-D12：湖沼（海～汽水種を 15.0 % 含む）

　殻片数は多く（A），68 種出現し，鑑定 200 個のうち
海水生種 1 個（0.5 %），海～汽水生種 29 個（14.5 %），
汽～淡水生種61個（30.5 %），淡水生種109個（54.5 %）．
淡水生浮遊性種のAulacoseira ambigua（12.0 %）が
優占種で，汽～淡水生付着性種の Staurosirella pinnata

（5.0 %），汽～淡水生底生種のNavicula cryptocephala
（4.0 %），淡水生底生種の Navicula trivialis（4.0 %）
が出現する．海・汽水種の割合が 15.0 % を占め，海
～ 汽 水 生 底 生 種 の Nitzschia levidensis （2.0 %） や
Gyrosigma distortum（2.0 %）を含む．淡水湖沼の環
境を示す．

考　察
１．泥炭層などの形成年代について
　第 9，12 図に示すように，泥炭層Ａの直下には樽前
a 火山灰（Ta-a）が挟まれるがこれは AD 1739 年（江
戸時代中期）の降灰である．泥炭層Ａは腐植土質であり，
Ta-a 以降に堆積したものであることから，江戸時代中
期以降の近世の堆積物と見なされる．上位の農耕かく乱
土との関連では，耕作により失われている場合がある．
泥炭層Ｂについては試験地付近（地点 3 ～ 6）では薄い
がその周辺では30 cm～50 cm前後と厚くなっている．
この厚い泥炭の始まりが、試験地の薄い泥炭の堆積の始
まりと同時であるとした場合，その堆積年代は，試料
H27MA-C1 の暦年代（AD 775 年～ 790 年または 800
年～ 980 年）～試料 H27MA-C2 の暦年代（AD 1190
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年～ 1275 年）の間，すなわち奈良時代（710 年～ 794
年）末または平安時代（794 年～ 1192 年頃）の初期か
らほぼ鎌倉時代（1185 年～ 1333 年）前期という年代で，
奈良時代末または平安時代初期以降の 340 年～ 450 年
間に堆積したもの見なすことができる．北海道における
考古年代区分にあてはめれば，この期間はいわゆる擦文
時代（飛鳥時代～鎌倉時代初期）のほぼ中～後期に該当
する．
　泥炭層Ａと泥炭層Ｂの間の均質なシルト質粘土～粘土
で，部分的に堆積縞顕著な灰色泥層は旧馬追沼の堆積物
である．年代は上下位の泥炭層Ａ・泥炭層Ｂとの関連か
ら，平安時代～江戸時代前期（擦文時代～アイヌ文化期）
と見なされる．なお，泥炭層Ｂはこの灰色泥層と一部指
交関係になるが，切れ切れながら舞鶴遊水地とその周辺
に追跡でき，馬追沼地域における一時的な湿原の広がり
を反映していると考えられる．
　以上のことから，舞鶴遊水地の南東部付近では，泥炭
層Ｂ以降の地表下 2 m ～ 2 m 弱の厚さの表層部分の年
代は奈良時代末～平安時代初期から現在までの 1,200 年
あまりの期間の堆積物であることが判明した．
２．花粉分析結果のまとめと考察
　花粉分帯については，AMS14C 年代測定から Ma-1 帯

（試料 D-P1 ～ 4，B-P1，A-P1，A-P2）が，AD 63 年～
474 年または 485 年～ 535 年付近から 775 年～ 790 年
または 800 年～ 980 年）付近までで，厳密に年代は絞
れないが，ほぼ弥生時代中頃～平安時代初期の期間で，
北海道の年代区分では続縄文時代中頃～擦文時代中頃で
ある．Ma-2 帯（試料 A-P5，D-P5，D-P7）および Ma-3
帯（試料 D-P8 ～ 10，D-P12，D-P13）は AD 1190 年
～ 1275 年付近から 1739 年の Ta-a 降灰直前で，平安時
代中頃～江戸時代中期である．
　Ma-1 ～ 3 帯では，木本では針葉樹のモミ属（トドマツ）
およびトウヒ属（エゾマツ・アカエゾマツ）も一定割合
で含まれるが，落葉広葉樹が主体で，特にコナラ亜属が
10 ～ 15 % 程度含まれ，Ma-2 帯の A-P5 では 34 % と
極めて高率で，全体として温暖である．Ma-3 帯（D-P8
～ 13）ではさらにハンノキ属が 6 ～ 16 % 含まれるよう
になる．草本では，シダ植物（単条溝型）が多く，特に
Ma-3 帯では 50 % 前後となり，D-P5 では 78 % と極め
て高率である．シダ植物が減少すると，カヤツリグサ科・
イネ科が増える傾向があり，特に Ma-1 帯ではそれが顕
著である．このような変化は湿原状態の変遷を反映した
ものであると考えられる．
　Ma-4 帯は，コナラ亜属 14 % 含み，イネ科・カヤツ
リグサ科が合わせて 25 % を占め，針葉樹のモミ属（ト

ドマツ） 14 %，トウヒ属（アカエゾマツ） 17 % でやや
寒冷な気候が示される．AD 1739 年の Ta-a 降灰直後で，
江戸時代後期の寒冷のピーク頃（AD 1800 年前後の天
明・天保の大飢饉）を示しているであろう．参考までに，
長沼町史編さん委員会（1977）は明治時代初期の開拓当
時の馬追丘陵の周辺台地から尾根部の植生について，「太
いカシワを主としハンノキを交えた樹林と近隣のオニグ
ルミ，ヤナギ，シラカバ，馬追山国有林付近にトドマツ，
シナノキ，エゾイタヤ，マカバ，ハンノキ，サワシバ，
ニレ，カシワ，アサダ，ヤチダモ，オニグルミなどが存
在する」としている．
　中塚（2022a，b）は，中部日本の過去 2,600 年間の
年輪セルロースの酸素同位体比の気候学的成分，すなわ
ち酸素・水素同位体比を組み合わせて，それらの連立方
程式を解くことで，樹齢効果だけを消去して抽出した気
候変化の詳細な経年変化などを示している．それによれ
ば，大まかに 2,500 年前頃～ 2,100 年前頃（弥生時代中
期）はかなり温暖，2,000 年前頃～ 900 年前頃（弥生時
代後期～平安時代）は温暖で，900 年前頃以降次第に寒
冷が進み，400 年前頃～ 250 年前頃（江戸時代前～中期）
にやや寒冷で，特に 250 年前頃にはかなり寒冷な時期が
あったとされる．Kitagawa and Matsumoto(1995) およ
び北川・松本 (1998) は鹿児島県屋久島の屋久杉年輪の
炭素同位体比変動から過去 2,000 年間の気候変動を論じ
ているが，これらも大まかには中塚の示した結果と類似
している．本検討地域の花粉分析結果とそれから読み取
れる古気候・環境変化も以上のような変化に準じてとら
えることが可能である．
３．珪藻分析結果の考察
　遊水地南東部付近の沖積層最上部分のⅣ（灰色泥層）
とⅥ（含有機物泥・砂層）最上部から採取し，分析した
試料には，1 ～ 15 % の海・汽水種が含まれているが，
推定される堆積環境についてはほとんどが「湖沼」であ
るため，その意味合いについては古地理的な状況等をふ
まえた考察を行う．海・汽水種の存在は，その含有割合
や殻の保存が良いなどの状況から見て誘導化石の可能性
は極めて低く，「その時期に海水が浸入したため存在し
たか」，「以前の海進以降の古地理的変化により生じた陸
封湖沼に適応・残存している」のか，のどちらかではな
いかと考えられる．
　海跡湖沼において海進時に海・汽水種が浸入し，その
後陸封などによって淡水化した場合，海・汽水種が淡水
にも適応してその湖沼や上流の河川に陸封型として残存
することはサケ科のヤマメ・アマゴ・イワナ・ニジマ
ス，カジカ，アユ，ウグイ・エイなど魚類ではよく知ら
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れている．単細胞性の藻類である珪藻について魚類と
同列に論ずることはできないが，分析者の主な研究対
象地である新潟の福島潟の事例を紹介すると以下のよ
うである．縄文海進期に砂洲の形成とともに内陸側が
ラグーン化し，その後砂丘の発達でラグーンが分離し
淡水湖沼となったが（安井ほか，2007），現在も付着
性種の Achnanthes delicatula などの海・汽水種が生
息している．縄文海進以降に砂丘が壊れて海が再度侵
入した時期があり，この時期の珪藻分析結果では低塩
分に適応する浮遊性種 Cyclotella caspia，Cyclotella 
meneghiniana，Thalassiosira bramaputrae などが優
占する群集が卓越している． 
　舞鶴遊水池では汽水生浮遊性種のCyclotella caspia
は 出 現 せ ず， 汽 ～ 淡 水 生 浮 遊 性 種 の Cyclotella 
meneghiniana や Thalassiosira bramaputrae は 極
めて低率で，淡水湖沼に一般的な Aulacoseira 属や
Stephanodiscus 属が高率で出現している．縄文海進期
ピーク以降，当地域がどのような環境変遷を経たのか（ラ
グーン奥→湖沼？）が重要な点であるが，今のところ地
理的な位置などから見て，「以前の海進以降の古地理的
変化により陸封された湖沼に海・汽水生種が適応・残存
した」可能性が高いのではないかと考える．今後，本検
討地域付近で完新世の最大海進時以降，現在まで連続す
るボーリングコアにおいて，今回より深い部分の珪藻化
石解析が進めばより確かな答えが出るであろう．千歳川
で生息するヌマガレイ（松浦武四郎執筆の「夕張日誌」（丸
山，1976）では旧長都沼付近で比目魚―ヒラメやカレ
イのこと―として目撃）も一般的には「海に近い湖沼や
河川の汽水・淡で生息可能」とされる．旧長都沼や旧馬
追沼を含む千歳川中流域は海域（石狩湾）から 50 km
程度離れているが，珪藻化石の海・汽水種珪藻の出現や
ヌマガレイが棲息していたということは，旧長都沼－馬
追沼付近（第19図）は生態的な意味や古地理的な意味で，
大変興味深い地域であることを示している．
　西田（2006，2009）は長都沼の形成に関して遺跡発
掘結果にもとづき，「石狩低地帯南部（千歳市・恵庭市・
長沼町）で 1960 年代まで見られた広大な沼沢地の水位
は擦文文化期（1000 年前）以降に上昇し，アイヌ文化
期には標高 8 ～ 9 m の高さまで水浸しになった」とい
う主旨のことを述べている．この論述は舞鶴遊水地を含
む旧馬追沼地域にもあてはまるが，珪藻分析を行った分
析部分が「１．泥炭層などの形成年代について」で述べ
たように奈良時代末～平安時代初期から Ta-a 降灰の直
前（江戸時代中期）までである．分析結果で海・汽水種

が含まれ，上位へ向かってその割合が増える傾向にある
ということは，上記の西田の論述を裏付けるように思え
るが，これが確かであるか，千歳川中流域の他の個所も
含めた検討が必要となる．
４．石狩低地東縁断層帯の活動（馬追丘陵の隆起）と馬
追沼の関係
　第 19 図に示すように検討地域（舞鶴遊水地とその周
囲）は，元々は馬追沼の南半部とその周辺地域に該当
し，石狩低地東縁断層帯の西縁から西側地域に該当して
いる．具体的には，同断層帯の一部を構成する泉郷断層
が本検討地域の東側において北北西－南南東方向に延び
ている．この泉郷断層は活断層としては東落ち西上がり
で，馬追丘陵が全体として西側の長沼低地に対して東側
上がりで隆起しているのに対して，逆の動きを示す活断
層になっている．これについては，栗田・横井（2000）
および岡（2007，2012）に示されるように，馬追丘陵
を本質的に隆起させるものは，地下深部に隠された活断
層（ブラインドスラスト）という東上がり西落ちの衝上
断層（逆断層）が想定され，地表に見られる活断層（泉
郷断層）はそれにともなう副次的なものである．
　このように，石狩低地東縁断層帯の動き（地震活動）
は馬追丘陵が全体として西側の長沼低地に対して東側上
がりで隆起しているのが本質的なものである．本検討地
域の南方の道東自動車道沿いの断面では , 本郷層下限の
垂直変位量が 70m に達するが，本郷層の始まりを 10
～ 11 万年前とすると 0.64 m ～ 0.7 m/1,000 年の変位
速度となり，１回の地震で 3 m 程度の垂直変位とする
と 5,000 年に１回程度の大地震が発生したことになる

（岡，2012）．第 20 図に長沼低地全体にわたる本郷層下
限の標高分布図を示すが，これで明らかなように長沼低
地の中軸を沈降軸として西側の野幌丘陵および東側の馬
追丘陵側で隆起しているのが明瞭である．このことは，
本郷層の始まり以降の 10 ～ 11 年万年間の累積した変
位量の結果とも言える．これらの沼（旧沼）が沈降の中
軸に必ずしも位置しないことについては，第 20 図に表
現されないより細かな変動（変位）が石狩低地東縁帯沿
いに生じていることや，５に述べる最終氷期に生じた谷
地形の影響も含めて検討する必要がある．
５．長沼低地全体の沖積層下限谷地形から鶴沼遊水地付
近の埋没谷地形をとらえる
　作成した断面図と，断面図に使用しなかったボーリン
グ孔の柱状図を読み取り，検討地域の沖積層下限の標高
分布図を 5 m 間隔で作成した（第 21 図）．この図で明
らかなように，標高－ 15 m と－ 10 m 両コンターが西
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第 19 図　旧 5 万分の 1 地形図「漁」（陸地測量部，1910）の

長都沼と馬追沼．下段には道東自動車道の位置を太実線で

示す．赤実線囲みで報告地域（舞鶴遊水地とその周囲）を

示す． 

第 20 図　本郷層下限の標高分布図（単位 m）．干拓されて消

失した馬追沼および長都沼の位置（第 19 図）を重ねる．

岡（2007）に加筆．

半部の範囲で，北からの入り江の形で描くことができる．
Ｂ－Ｂ ´ 断面（第 5 図）に示されるように，東 10 線付
近で支笏火山噴出物（軽石流）が残丘状に潜在すること
から標高分布図は局所的な盛り上がりを示すが，東側の
馬追丘陵との間は谷状の落ち込みとなっている．全体と
して，旧馬追沼の範囲から嶮淵川に続く谷地形の存在が
明らかになる．
　長沼低地全体については岡（2007）が第 22 図に示す
ような標高分布図（等深線図）を明らかにしている．大
きくは標高－ 15 m コンターで示される晩翠（南幌町西
部）付近から南長沼へ向かって上昇する谷が明瞭である．
さらに，それから分岐する支谷としては，主にⅰ）北広
島～島松付近の枝分かれ状の谷，ⅱ）舞鶴（長沼町南
部）～千歳市街付近の枝分かれ状の谷およびⅲ）南長沼
南東部の谷が明瞭である．現水系を参考にして判断する

と，これらは全体として北へ向かう古千歳川水系と見な
され，ⅰは現在の輪厚川・島松川・漁川・柏木川などに，
ⅱは長都川・千歳川本流・祝梅川に対応する水系，ⅲは
嶮淵川に対応する水系と見なされる．
　本検討地域は上記ⅲの嶮淵川に対応する水系が該当す
るが，岡（2007）の標高分布図（等深線図；第 22 図）
の検討地域部分はボーリング孔が少なく精確に描かれて
いないため，第 21 図に示した結果で修正を加えた（赤
線部分）．その結果，本地域には北北西から標高－ 10m
と－ 15 m 両コンターに示される谷地形の延長が明瞭で
ある．さらに，－ 20 m コンターの示す凹部も西側に隣
接して存在する．これについては，本検討地域の沖積層
最下部砂礫層が第 4，7，8 図に示されるように，岡（2007）
のＬ－Ｌ ´ 断面に追跡でき，それとの関連で同じくＫ－
Ｋ ´，Ｇ－Ｇ ´ およびＦ－Ｆ ´ 断面において沖積層下限
を修正する．ほぼ－ 10 m コンターで示される範囲内に
旧馬追沼は収まるが，谷地形の下流側からとらえると，
－ 20 m コンターがそのまま続かず，上流部で凹地となっ
て出現する．このことは，石狩湾岸の海岸線からの石狩
川－千歳川水系の成り立ちを考えると，沖積層堆積時，
すなわち完新世になってから地殻変動により落ち込んだ
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第 21 図　舞鶴遊水地とその周囲の沖積層下限の標高分布図（単位 m）．長沼地域の Toya（洞爺火山灰；黄緑丸）の関係
点をプロットする．

と考えないと説明がつかない．４で述べたこととの関連
で，石狩低地東縁断層帯の活動が関連している可能性が
ありえる．
　なお，沖積層最下部礫層は上記のような谷構造に沿っ
て分布するもので，軽石・火山灰に富む砂礫よりなるが，
縄文海進が及ぶ前の谷を流れた千歳川の支流の古嶮淵川
の河川堆積物と見なされる．
６．馬追沼の変遷とハマナス砂丘について
　千歳川水系にはかって長都沼と馬追沼が存在したが

（第 19 図），現在は河川付替えと排水路の建設により干
拓が進みほぼ農地化された．その農地化の経緯について
は，小野ほか（1982）に詳しく解説されている．これ
らの沼は第二次大戦前まではほぼ手付かずで残存してい
た．戦後入植と共に干拓化が進んだが，1960 年過ぎま
では縮小した沼域や湿地帯として残存していた．旧馬追
沼については，第 19 図に示すように北北西－南南東に
のびた甘藷様の形を示すが，嶮淵川および馬追川が流入
しており，南西へ向かっては長都沼につながっていた．

「夕張日誌」の古地図によれば長都沼，馬追沼はヲサツ
トウ（南東部の分岐沼がアンガリトウ），マヲイトウと
呼ばれていた（丸山，1976；池田，1996）．池田（1996）

は 1980 年前後に松浦武四郎「夕張日誌」の地名関連で
この付近を歩き地元の人から聞き取りをし，旧馬追沼に
ついて「沼の底は火山灰でパンパンだった．水かさは腰
下しかなかった．歩きやすい沼だ．沼の東縁は波で打ち
上げられた軽石が 2 ～ 3 尺にも積み重なって，土手に
なっていた」との話や，フナ，コイ，ナマズ，ウグイな
どの淡水魚や，ヌマエビ，タニシ，カラスガイなどの貝
や，松浦武四郎が旧長都沼付近で比目魚として目撃した
ヌマガレイも釣れたとの話を紹介している．
　馬追川は馬追丘陵内の諸河川の水や低地内の排水を集
め、その西縁を南へ流れて馬追沼に注いでいたが，松浦
武四郎「夕張日誌」ではツカベツ川として出てくる．そ
の後，第三古川とか山根川と呼ばれることもあったよう
である．なお，現在の同河川は南長沼用水の一部に取り
込まれている．池田（1996）は同様に，馬追沼北縁の
昔の自然環境について近くに住む住民に尋ね，「あの砂
山（マオイ川河口左岸）は，もともと大きなカシワの林
でした．戦後入植者がここに入り田畑の増反奨励で，カ
シワの立木を伐採していった．それで大分倒され，今残っ
ているのはその一部ですね．その砂山を昭和 40 年ころ
だったか，見たとき，ハマナスは 50 株以上はあったと
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第 22 図　第 22 図　長沼低地全体の沖積層下限の標高分布図（単位 m）．
岡（2007）に赤線で報告地域周辺の等深線図に加筆．ⅰ：北広島～島松

付近の枝分かれ状の谷，ⅱ：舞鶴（長沼町南部）～千歳市街付近の枝
分かれ状の谷，ⅲ：南長沼南東部の谷

思います．そのすぐ傍に水路をこしらえて砂を大分削っ
たから，昔あったハマナスは削られたはずです．そのこ
ろから見れば，本当に少なくなったと思いますね」とい
う話を聞き出している．この砂山すなわちハマナス砂丘
の位置を地図上で確かめると，旧馬追川河口の南東側の
沼岸に相当していたこと（第 19 図）が明らかである．

まとめ
①　舞鶴遊水地付近で行われた地盤調査のボーリング資
料を結んで断面解析した結果，地表下 45 m 付近までの
地質構成は上位より沖積層，火山灰質ローム・腐植土層，
支笏火山噴出物，本郷層および厚真層に区分できること
が明らかになった．これらの地層のうち，沖積層は上位
から，盛土，最上部泥層，主部砂泥層および下部砂礫層
で構成される．
②　舞鶴遊水地の南東部とその周辺について，地表下 2 

m 程度の範囲，すなわち①の沖積層最上部について地質
調査と試料を採取し，AMS14C 年代測定，花粉分析およ
び珪藻分析を行った．上位よりⅠ（耕作かく乱土または
盛土），Ⅱ（腐植質泥炭層：泥炭層Ａ），Ⅲ（Ta-a），Ⅳ（灰
色泥層），Ⅴ（泥炭層Ｂ）およびⅥ（含有機物泥・砂層）
に区分できた．このうち，Ⅱは花粉組成において針葉樹

（トドマツ・アカエゾマツ）が 30 % 程度で寒冷傾向を示
すことから，AD 1800 年前後の天明・天保の大飢饉頃
を示す．Ⅳは旧馬追沼の堆積物であり，年代は上下位層
との関連から，平安時代～江戸時代前期（擦文時代～ア
イヌ文化期）と見なされる．Ⅴは奈良時代末または平安
時代初期以降の 340 年～ 450 年間に堆積したもの見な
すことができる．北海道ではこの期間はいわゆる擦文時
代のほぼ中～後期に該当する．
③　花粉分析については，下位より Ma-1 帯，Ma-2 帯，
Ma-3 帯および Ma-4 帯が区分できた．Ma-1 ～ 3 帯は，
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厳密には年代は絞れないが，ほぼ弥生時代中頃から江戸
時代中期までの期間で，木本では針葉樹が一定割合で含
まれるが，落葉広葉樹が主体で，全体として温暖である．
Ma-4 帯は針葉樹が 30 % 程度を占め，やや寒冷な気候
が示される．1739 年の Ta-a 降灰直後で，江戸時代後
期の寒冷のピーク頃（AD 1800 年前後の天明・天保の
大飢饉）を示す．
④　 珪 藻 分 析 に つ い て は， 下 位 よ り A-D1，C-D4，
C-D5，A-D7，A-D8，A-D10，A-D12 の 順 と な り，
A-D1 が②のⅥの最上部，他の全部がⅣに属する．珪藻
群集から推定される堆積環境は A-D1 が池沼，C-D4，
C-D5，A-D7 ～ D12 が湖沼であり，いずれも試料に海
～汽水生種を含むが，A-D1 および C-D4 で 1 %，C-D5
で 4 %，A-D7 で 5 %，A-D8 で 6 %，A-D10 で 9.5 %，
A-D12 で 14.5 % であり，A-D12 では海生種をごくわ
ずかに含む（0.5 %）．このように 1 ～ 15 % の海・汽
水種が含まれていることについては，「初期の海進以降
の古地理的変化により陸封された湖沼に海・汽水生種が
適応・残存した」可能性が高いのではないかと考える．
⑤　検討地域（舞鶴遊水地とその周囲）は石狩低地東縁
断層帯の西縁から西側地域に該当している．石狩低地東
縁断層帯の動き（地震活動）は馬追丘陵が全体として西
側の長沼低地に対して東側上がりで隆起しているのが本
質的なものであり，そのような地殻変動と関連して生じ
た沈降域に馬追沼が生じていた．
⑥　いわゆるハマナス砂丘は舞鶴遊水地付近の松浦武四
郎「夕張日誌」の記述や，1910 年発行 5 万分の 1 地形
図「漁」などを参考にとらえると，旧馬追川に注ぐ馬追
川の河口の南東側の沼岸に相当していたことが明らかで
ある．
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Abstract

    The Maizuru Retarding Basin of the Chitose-gawa River system, occupies a plot of the area of Maoi-
numa reclaimed after Warld War Ⅱ . The authors examined subsurface stratigraphy and geologic 
features under the ground by drilling documents with Maizuru Basin and its adjacent area, revealing 
the presence of alluvial deposits of more than 25 m thick. About the top of the formation, they 
worked on geological observation of construction section in the basin and agriculture drBinage wall in 
its neighboring area, and performed AMS14C-dating, and pollen and diatom analysis. In the southeast 
of the basin, the uppermost 2 meters (of the basin deposits) consists of the layer of cultivation 
disturbance soil or embankment, the humus peat layer (peat layer A), Ta-a (1739 fall of ash), the gray 
mud layer (quality of silty clay ～ clay, sediments of Maoi-numa) and the layer of fiber peat (peat layer 
B) in descending  order. The AMS14C-dating suggests that the parts more than this peat layer B, it 
became clear the sediment of period for more than 1,200 years, from an end of the Nara era to date. 
Diatom assemblages from the gray mud member, containing 1−15 % marine and brackish species, 
show a closed wetland formed just after the Jomon transgression peak. This shows the possibility that 
this area was wetlands which were confined on the land after the Jomon transgression peak. Pollen 
analyses indicate that relatively warm environment has been maintained over the last 2000 years, 
although, slightly chilly environment is presumed around AD 1800, the latter half of the Edo era.


